
３
．
事
業
再
編
投
資
計
画
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法
































事
業
再
編
投
資
計
画
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
、
資
金
調
達
を
行
う
時
期
及
び
出
資
の
履
行
見
込
み
を












































簡
潔
に
記
載
す
る
。











資
金
の
借
入
れ
に
つ
い
て
法
第
21条
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る












































債
務
の
保
証
を
受
け
る
期
待
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
、借
入
先
金
融
機
関
名
を
示
し
つ
つ
記
載
す
る
。











































様
式
第
12（
第
10条
関
係
）













［
新
設
］

事
業
再
編
投
資
計
画
の
変
更
に
係
る
認
定
申
請
書





















年
月
日







経
済
産
業
大
臣

殿










住
所








名
称








無
限
責
任
組
合
員
の
氏
名
又
は
名
称

印


















年
月

日
付
け
で
認
定
を
受
け
た
事
業
再
編
投
資
計
画
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の













































で
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
を
申
請
し
ま
す
。




































記
１
．
変
更
事
項








２
．
変
更
事
項
の
内
容











（
備
考
）






１
．
記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。






































２
．
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。
























（
記
載
要
領
）








変
更
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
を
対
比
し
て
記
載
す
る
こ
と
。


































備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
業
務
に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。次

の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条
の
二

機
構
の
行
う
業
務
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記

載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
条
の
二

機
構
の
行
う
業
務
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記

載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
七

﹇
略
﹈

一
〜
七

﹇
略
﹈

八

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）

第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
、
第
四
十
一
条
及
び
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

八

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）

第
二
十
五
条
、
第
二
十
九
条
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

九
〜
十
九

﹇
略
﹈

九
〜
十
九

﹇
略
﹈

二
十

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る

事
項

二
十

機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
事
項

二
十
一
〜
二
十
五

﹇
略
﹈

二
十
一
〜
二
十
五

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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